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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年8月5日(2010.8.5)

【公開番号】特開2008-77073(P2008-77073A)
【公開日】平成20年4月3日(2008.4.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-013
【出願番号】特願2007-214914(P2007-214914)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1337   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/1337  ５２０　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月21日(2010.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　形成される液晶配向制御突起の波長４５０ｎｍ、５５０ｎｍ、６１０ｎｍにおける光の
透過率が、厚さ１μｍあたりいずれも３０％以下であることを特徴とする液晶配向制御突
起用感光性組成物。
【請求項２】
　少なくとも３種の有機顔料を含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶配向制御突起
用感光性組成物。
【請求項３】
　３種の有機顔料が、赤色顔料、青色顔料及び紫色顔料であることを特徴とする請求項２
に記載の液晶配向制御突起用感光性組成物。
【請求項４】
　少なくとも、赤色顔料、青色顔料及び紫色顔料を含むことを特徴とする液晶配向制御突
起用感光性組成物。
【請求項５】
　赤色顔料がＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４であり、青色顔料がＣ．Ｉ．ピグメントブ
ルー１５：６であり、紫色顔料がＣ．Ｉ．ピグメントヴァイオレット２３であることを特
徴とする請求項３又は４に記載の液晶配向制御突起用感光性組成物。
【請求項６】
　フェノール性水酸基を有するアルカリ可溶性樹脂を含むことを特徴とする請求項１ない
し５のいずれか１項に記載の液晶配向制御突起用感光性組成物。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の液晶配向制御突起用感光性組成物を用いて形
成された液晶配向制御突起。
【請求項８】
　誘電率の値が２～７であり、体積抵抗率の値が１．０×１０１３～１．０×１０１６Ω
・ｃｍであって、且つ膜厚１μｍあたりのＯＤ値が０．３～３であることを特徴とする請
求項７に記載の液晶配向制御突起。
【請求項９】
　誘電率の値が２～７であり、体積抵抗率の値が１．０×１０１３～１．０×１０１６Ω
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・ｃｍであって、且つ膜厚１μｍあたりのＯＤ値が０．３～３であることを特徴とする液
晶配向制御突起。
【請求項１０】
　請求項７ないし９のいずれか１項に記載の液晶配向制御突起を備えることを特徴とする
液晶表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明（請求項１）の液晶配向制御突起用感光性組成物は、形成される液晶配向制御突
起の波長４５０ｎｍ、５５０ｎｍ、６１０ｎｍにおける光の透過率が、厚さ１μｍあたり
いずれも３０％以下であることを特徴とする。
　請求項２の液晶配向制御突起用感光性組成物は、請求項１において、少なくとも３種の
有機顔料を含むことを特徴とする。
　請求項３の液晶配向制御突起用感光性組成物は、請求項２において、３種の有機顔料が
、赤色顔料、青色顔料及び紫色顔料であることを特徴とする。
　本発明（請求項４）の液晶配向制御突起用感光性組成物は、少なくとも、赤色顔料、青
色顔料及び紫色顔料を含むことを特徴とする。
　請求項５の液晶配向制御突起用感光性組成物は、請求項３又は４において、赤色顔料が
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４であり、青色顔料がＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６
であり、紫色顔料がＣ．Ｉ．ピグメントヴァイオレット２３であることを特徴とする。
　請求項６の液晶配向制御突起用感光性組成物は、請求項１ないし５のいずれか１項にお
いて、フェノール性水酸基を有するアルカリ可溶性樹脂を含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２４】
　本発明（請求項７）の液晶配向制御突起は、請求項１ないし６のいずれか１項に記載の
液晶配向制御突起用感光性組成物を用いて形成されたことを特徴とする。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項８の液晶配向制御突起は、請求項７において、誘電率の値が２～７であり、体積
抵抗率の値が１．０×１０１３～１．０×１０１６Ω・ｃｍであって、且つ膜厚１μｍあ
たりのＯＤ値が０．３～３であることを特徴とする。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明（請求項９）の液晶配向制御突起は、誘電率の値が２～７であり、体積抵抗率の
値が１．０×１０１３～１．０×１０１６Ω・ｃｍであって、且つ膜厚１μｍあたりのＯ
Ｄ値が０．３～３であることを特徴とする。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明（請求項１０）の液晶表示装置は、請求項７ないし９のいずれか１項に記載の液
晶配向制御突起を備えることを特徴とする。
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